CORONA 



このたびは、コ□ナ扫ミちフアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありびとラございま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになったをちお使いになるちがい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 危険 


A 警告 



© 

換気が要 

1 時間に 1 〜 2 回 

KEROSENE ONLY 


(寝るときお义 ） 

(スプレー压厳禁) 

ガソ U ン使用禁止 

使用燃料：な油 


A 注意 

変質した持ち越し巧油 
使巧厳禁 


□ 特にま意しでいたださたいこと、 

(ま全のために必すお守りください）1〜3 
* 巧';由の廃棄についで 3 

B 使用する場所-3 

B 各部のち称-4〜己 

• 外観図 • 構造図-- — —— ^—4 

•操た部•表示部のなまえとはたらさ ——4〜已 
凸使用前の準備 5~7 


I 使用前の準備 
I 使南燃料—— 
I 給';由- 


I 点义前の準備と確認 
I 高地浦正 


且使巧方を 
•点义— 
■消'义一 


I 室温の調節。 
I 轉を点乂一 


チャイルド□ック- 

I 現を時刻のさわせかた。 
I タイマー運転 


□ 曰萬の点検‘手入れ‘ 
D 定期点検 


回故障•異常の見分けちと処置ちを 12〜13 

回部品交換のしかた 13 

EB 保管(長期間使巧しない場合）14 

田仕様-14 

旧アフターサービスー- 14 



なぶをな 


GT-326Y 


コ □ ナ石;由フアンヒーター（強制通気お開放式石油ストース 

取扱説明書 
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7031 


点巧•その他 














































































田特にま意していただきたいことほをのためにおずお守りください) 

/ 、 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をちをじ正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や財産へ 
の損害をモおに防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味はなのよラになつでいます。内容 
をよく理聞しでから本文をお読みください。 

/V * _ « この表示を無視しで、誤った取り扳い 

/|\ をすると、人が死じ重傷を負う危険 

/ ! \ /Er または乂がの危険が差し迫っでをじる 

* -^ ことび想定される内客を示しでいます。 

給表示の例 

/V 么記号はを意を促す内客があることを告げるちのです。 
/!\図の中に具体的なを意内客 （ 左図の場含は一般的なミ主 
'♦ 、 意）が描かれでいます。 

〇 記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

1 Kj) 図の中やお傍に具体的な禁止巧客 （ 左図の場含は乃ソ 

U ン禁止）が描かれでいます。 

〇 記号は行為を指示する内客を告げるちのです。 
rtf - 図の中に具体的な指示内客 （ 左図の場含は一般的な巧 
為の指示）が描かれでいます。 

八 この表示を無視しで、誤ったおりキ及い 

/|\ 百巧 /+" をすると、人び死こ麵を負う巧能 
/ \ \ C 3 性または义がの巧能性び想定されるの 

^-^ 客を示しでいます。 

八 ^ この表示を無視しで、誤った取り扳い 

/|\ ♦-]— isr をすると、人が傷害を負ラ巧能性や牧 1 

/ ! \ クエ 的損害の発生び想定されるの客を示し 
• • でいます。 


么を険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮凳性の高いミ由は、絶がじ使届しないでください。 
义おの原因じなります。 


(§) 


A 警告 (WARNING) 



Q 


スプレー吿厳禁 

スプレーちや力じットこんろ巧ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレーちの圧力び上びり爆発し、 
危険です。 


>特に、ボンベび它ットされた力 t ットコン□など危おです 
ので、温風のあたるところには置かないでください。 


温風吹出□をふさがない 

•巧類、紙などで温風吹お□や空気 
取入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
烧や义おの原因になります。 

•ス I ブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、衣類-紙などで温 
風吹化□や空気取入□をふさいだ 
場合や、カーテンなどで背面の温 
風空寛取入□びふさびれると、本 
体び過熱しで、操が部などび変お 
したり、やけどや故障-破損する 
など大変危睽です。 




寝るとさ消义 

寝るときや外出するときは、必す消が- 
义しでください。又、人目の届かな 
いところでは、使巧しないでください。 

不完全燃焼や異萬燃焼-义おのおそ 
れびあります。 

換気必要 

換気せずに使用しつブけないでくだ 
さい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、 

一酸化お素などび発ちしで中毒にな 
るおそれびあります。 

使南中は必す1時間に1〜2回 （ 1 
〜2分）換気しで、新鮮な空急を補給しでください。 

換易び十分におこなえない場所（窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など）では、使田しないでください。 


可燃性ガス使用厳禁 

ファンヒーターを使用しでいる部屋 
で、可燃性ガスが発ちするちの（ベ 
ンジン、 シンナー、 ガソリン）、ス 
プレーなどを使用しないでください。 
义おや故障の原因になります。 




么ミち意に AUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりのぞい場所などでは使用しな 
し、でくださし、。 

义災び凳をするおそれびあります。 



給油時消义 

給ミ由は、必ず消乂しでからおこない、 
こぼれたなミ由は、よくふきとつでく 
ださい。 

义災のおそれびあります。 


















































Q 



シリコーン配合製品に注意 

フアンヒーターをご使巧のお部屋では、 
枝毛巧コート液-化粧品-つや化し 
剤などシリコーン配合の商品を使用 
しないでください。 

燃焼部にシリコーン酸化物び巧着し、 
点义=スや途中消义などの原因とな 
ります。 



I ルさいお子様のいるご家庭では、特にを意しでくださし、。 


分解修理•改造の禁止 

巧障、破損したら、使南しないでください。 
不完全な修理や改造はを険です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 




么注意に AUTION) 


ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回!^上必す 
掃除しで < ださい。 

ごみ、ほこりなどでフィルタびつま 
ると、異常燃焼のおそれびあります。 


温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらないでくだ 
さい。 

低温やけどや脱水症状になるおそれ 
があります。 

♦お子様、お年壽り、病気のちなどびお使い(こなる場含は、 
周囲の人び十かま意しでください。 

•巧類などを乾燥した場ち、素材によっては色あせすること 
があります。 





油漏れ確認 

給;'由□はお実にしめ、給';由□を下に 
しで、ミ由漏れびないことを確かめで 
ください。 

給ミ由□び確実にしまつでいないと簡 
単に開いで、义災のおそれびあります。 


居室内給油禁止 

給ミ由は、必す乂の気のないところでおこなつで 
ください。 

义巧のおそれびあります。 


異常時使用禁止 

におい、すすの発ち、おの色など異 
萬を感じたとぎは使巧しないでくだ 
さい。 が! 

異常燃烧のおそれびあります。 凸 


I 緊急時は電源プラグを巧いで消'义しでください。 


Q 



シリコーン配合の商品には、 

•へアクア製品(ヘアートリートメント、ムース、枝毛用コート液） 
■家具やなのつや出し剖.化学ぞラきん 
•刀ラスク I 」ーナー • 制汗剤などびあります。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コ 
-ドを持って弓芭抵かないでください。 
义災や感電の原因になります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラブはコン它ントに根元まで確実に差し 
こんでくださし、。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン它ントは使 
巧しないでください。乂おの原因になります。 
めれたまでの巧き差しはしないでください。 
感電の原因じなります。 



〇 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときは、電源プラヴを巧いで 
<ださい。 

义災やず想しない事故の原因じなります。 




電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり及び金属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿易などで絶縁不良になり、 
义災の原因になります。 


〇 


0 


次の場所では使用しない 

乂災やず想しない事故の原因になります。 

•水平でない場巧、不安定な場巧 
•風のあたる場巧、部屋の出入□及び屋列' 
■マントルピースなどフアンヒーターび囲われる場所 
•ほこりや湿気の多い場所 
• 不ま定な物をのせた棚などの下 
• 巧燃性ガスの発ちする場所又はたまる場所 
■直射曰化の当たる場所、温度の高い場所 
•温室、飼育室など人のいない場所 
•標高び1日 OOm を超えるよラな高地 
■理.美容室、クリーニンヴ店などスプレーや化等薬品 
を使ラ場所 


傾さ•振動注意 

水平な場所で使巧しで < ださい。 
振動の激しいところでは、使巧しな 
し、でくださし、。 

異萬燃焼や誤た動の原因じなります。 
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么ミ主意に AUTION) 


可燃物との距離を離す 

燃えやすいちのや障害物 
とは、必すろ図に示す距 
離をとつで設置しでくだ 
さい。特にカーテンなど 
びフアンヒーターにふれ 
ないよラにしでください。 
义おの発をするおそれび 
あります。 



1 5 cmU 上 


S 1 5加凶上 
15抓凶上 

100加 U 上 



I 壁などにあブけすぎますと、本体内部び過熱しで安を装置 
びた動することびあります。 


正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確か 
めでください。 （8 ページ参照） 


I 燃焼に必要な空気の濃度び薄くなる高化（標高5 0 0 m 〜 
1己 00 m ) では、高 i 应巧正び必要です。 

標高1 000 m 〜1500 m での高地補正は、お買い巧めの販売 
店にごす目談ください。 （7 ページ参照） 



運搬するとを 

ファンヒーターを運搬する場台は、給ミ由タンク 
を巧さ、巧受け皿内のな;由を抜いでください。 
運搬の途中でな';由びこぼれで周囲をちすおそれ 
びあります。 


〇 


必 


〇 


イ呆管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又はな管するときは、 

す灯';由を巧いでください。 

傾けたり、横倒しのが態ではな管しないでくだ 
さい。 

乂災のおそれびあります。 

曰常のお手入れ時の注意 

曰萬の点検-ま入れは必すおこなつ 
でくださし、。 

点検-ま入れは消乂をファンヒータ 
一び十分;ちえでから、必す電源ブラ 
グをコン亡ントから巧いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
びあります。 （ 11〜12ページ参照） 



〇 

[r 


廃棄するとさ 

ファンヒーターを廃棄処巧するとさは、必す給 
ミ由タンク' 固定タンクののな巧を給';由ポンプな 
どで抜き取っでください。 （1 2ページ参照） 

巧ミ由び入ったまま廃棄すると IJ サイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

変質 I 灯油禁止 

変質灯;由(持ち越した巧巧)、不純灯な（水•ご 
みなどび混入したなミ由など）を使巧しないでく 
ださい。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 


〇 


Q 


お願い (NOTICE) 


打油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な;由をお買いホめになつた販売店に 
ごホ目談ください。 


因ほ用ずる場所 

効果的に使用するために 

窓の下や壁面に設置 

♦外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気びフアンヒーターで暖められ、温風 
としでが流しますので効果的です。 



温風の循環を巧ばないで 

参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物びあると、部屋の温度じむらができるばかりでなく、本体の温度び上昇しで危検 
です。 

♦温風吹出□側の空間を広くとれる場所を還んでください。 



•熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用すると、を色したり、そり返ることびあります。 

熱に強いマットなどを敷いでください。 

•移動するときは引きすらないでください。床面、置、力ーペットじ傷をつけたり、本体底面の蛋装びはがれでさびの原 
因になるおそれか’あります。 





























































ランプ 


团 

予熱中 
燃烧中 

なんらかの原因で自動消'乂 


[ 高化切替スイッチ 

回 

高地の営表示 

標昌が 500m 政上の場所で使用する揚 

含に它ットします。 


高地コースにたットされでいるときに 

び表术されます。 




給油表示 


因 


巧のれにより、自動;肖火する 20 〜 40 か位前と 
自動消乂したときじ点滅します。 

ミ由は]れじよる自動消'义時は運転ランプが卓い 
点滅となります。 


砂速点义キー 


因 


秒を点义のじット'酷おをするとぎに 
巧します。 

(操た音忆ット：ピッ，瞄お：ピピッ） 
帖速点义 t ット時ランプび点なします。 



運乾キー(運転ランプ） 

点义' ミ肖义するときに}甲します。 
操作音点乂時：ピッ 
消火時：ピピッ 


VA/bD/ 


換気表示 

運輯び 1 時間燃焼ずるごとに 1 分間点滅 
しで、撰気時期をお知らせします。 
@ 9 換気表示にたよらす 1 時間に 

1 〜 2 回必す換気し でく ださい。 



表示切換キー [ T ] 


1 回巧すごとにデジタル表示び 
胡りかわります。（操作音：ピッ) 




延長時間它レクトキー因： 

運転を延長 
時間を t レ^ 
ます。（操作 
1 回}甲し 
2 回押し 
3 回巧し 

r ると苦、運転残り 
フトするときじ押し 
音：ピッ） 

3 時間 

2 時間 

1 時間 


時刻させキー 面] 

温度キー 因] 

現を時剔とタイマー時刻を含わせると 
苦に押します。 

時：時含わせ（操作音：ピピッ） 

巧：分含わせ（操作音：ピッ） 

設定温度を変えるとさに巧します。 

- :温度を下げる婚た音：ピピツ） 

+ :温度を上げる（操た音：ピツ） 


タイマー運捉キー 面] 

タイマー運転のじツトをするときに押します。 
また、タイ 7 — 運転中、タイ 7 — 運転を解隔す 
るときに押します。（操作音：ピツ） 

タイマーじット状態とタイマー運転時にランプ 
び点なします。 


チャイルドロック キー W 

チャイルド□ック表示 ^ 

チャイルド□ックの t ット-間隔をずるときに 
3 回押します。（操作音：ピッ） 

チャイルド□ックびじットげ態のときじ —C 
び表示されます。 


回る部の名赖 

外観図-構造図 


mmam 

ミ由量計(側面） 
操作部•表示部 

適熱防止装置 

燃焼確認窓 
温風の出 □ 
屋台 




給ミ由タンク 



電磁ポンプ 
固定タンク 


操作部-表示部のなまえとはた!3き 




タンク室フタ 


ルーム 

サーモ它ンサー 


電源コード 



温風空気取入 □ 


燃焼空気取入 □ 

(エアーフイルタ) 


運送時の傷を防止するために操作部-表示部の表面に保護シートを 
貼っていますので、取り除いてください。（コーナー部分にセ□八ン 
テープを目ちり付け、いっしよにはびすとより簡単に取り除けます。） 


>キー操作は、1回（ピッ）と2回（ピピッ）の操作音で操作内客をお知らせします。 


(□ 詳しい説明のあるページです。) 


滅巧滅 

点 

点点乳 











































































































ま）イラストは説明のため全部点灯-表示した状態にしであります 




デジタル表示部 

表示切換 

温度表术 


設定温度室内温度 

が旧 


参運區中（タイマー運區中） 

を側：設定温度表示 （12’ C 〜30で） 

ろ側：室内温度表示 （ 日で〜3日で） 

キーを押ずと表示びのり 
かわります 

現在時刻表示 


設定温度室内温度 

in - DC 

午を <U- ゴ 3 


•停止中（タイマー它ツト中） 

"時計含せ"消な 
左図は午穫10時3日おの例 

口 ♦ 


時計合せ表示 


設定温度室の温度 

午前 

0 OU 


"時計含せ"点な 

左図は午前8時30分(こじツトの例 
巳秒拟上放置ずると田に戻ります 

T 

f 


タイ 7 —ちせ 
(時刻)表示 


設定温度室内温度 

す前 1 弓:舰 r 


"タイマー含せ"点灯 
左図は午前6時30分に t ツトの例 
日砂臥上放置すると田(こ戻ります 



再通電表お 


設定温度室内温度 


電源プラグをコンじントに差しこんだとき(現を時刻び’ホじット） 
や停電懐の再通電のとさの表示 

自動消义表示 


設定温度室内温度 

OFF 


点滅：消し忘れ消火装置による自動消乂1日分前〜 

タイマー運転による1時間有動消乂1日お前〜 

点灯：消し忘れ消乂装置による自動消义 
タイマー運転による1時間白動消乂 

エラー 表示 


設定温度室内温度 

巧 


f 弓表示：巧震自動消乂装置の作動 

X 再度、点火操作をしでください。 

その他の£表示についでは、12ページを参照しでくださし、。 


回使用前の準備 

使用前の準備 


包装おからフアンヒーターを出す 

♦包装箱からフアンヒーターを取り出し、緩衝なを取り除いでください。 


•包装箱、緩衝なはフアンヒーターの保置に必要です。また、巧あ説明書も忘れず 
に保管しでください。 


•巧のことは、工場での燃焼テストによるちので、異常ではありません。 

• 固定タンクに少量の灯巧ヴ残っている。 

•オイルフィルタびめれでいる。 

■温風吹出□から見える燃焼筒（炎を囲んでいる筒）び変色しでいる。 


上緩衝巧 ( S ) 



使用燃料 _ 

燃料は必ずな巧 ( J 旧1导な巧)を使巧しでください。 

♦ レ^を険1 ガソリンなどの揮発性の高いミ由は絶巧に使巧しないでください。乂巧の原因になります。 
參レ？\を意 I 変質ロミち、不細灯';由は絶巧に使田しないでください。 

♦添加剤や助燃剤などは使用しないでください。 

•灯油は必ず义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所にな管しでください。 













































































































丹油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の気のない所でおこなつでください。） 



巧ミ由はめれたまま ガソリンはすぐ乾く 


な油の保管のしかた 


♦巧巧は必す义気、雨か、 
ごみ、高湿および直射曰 
巧をさけた場所に保管し 
てください。 

参直射曰おび灯;由を変質さ 
せるため、着色したなミ由 
用のポリタンクをお使い 
ください。 


良い保管 




変質な油•不純な油とは • 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
巧;'あ 


蠕！) 


0 




長期間曰化に 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管したの;'由 

0 


容器のふたが 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
客器で保管し 
たなミ由 


0 



か-ごみや灯 
ミ由がの;'由が 
ほんのねすか 
でち混入した 
灯ミ由 



>極度に変質したものは、黄色巧びかったり、すっぱい臭いびします。 
>なミ由はシーズン中に使いきりましょう。 


変質な油の見分けかた 


コップに水を入れ、その上になかを入れで、背をに 
白い紙をあでます。 


良質な油 



変質口油 



かしでも色び V / 
ついでいるなミち へ 

• ただしお色透おでちすっぱい臭いびすれば変質ななでず。 


■変質巧;'由や不純なミ由を使用すると、機器の巧障の 
原因になります。 

• 気化筒にタールびたまり、白煙び化で点义しにくくなったり、 
強い臭いびしで、消'义しにくくなります。 

• 異萬燃焼や途中;肖义など故障の原困になります。 


■変質な'油や不純打ミ由を使庙したとさは… 

■お;'由-固定タンク内のな;ちを巧き、きれいなな;由で2〜3回洗ってか 
ら使巧しでください。（をいミ由び残っていると再発します。） 

• おい'油を抜きとってち効果のないとさは、お買いホめの販売店又は、 
おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡くださし、。 


•変質な;由、不純なミ由び原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でちな証の巧ま巧となります。 
•変質な;由の処理でお困りの場合は、ななをお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 _ 

♦ IA ミち意 I 給'ちは必ず消义しでから乂の気のないところでおこなってくださし、。 


給油の手順とミ主意 


1.給;1タンクを取0出し、 
給油□を開< 

♦オープンつまみを強く 
引いで、給;由□を開い 
でください。 


2.給ミ由する 

参巿販のお巧ポンプなどを使用して、 
ミ由量計を見ながら給ミ由しでくだ 
さし、。 

•油量計の半分くらいまで色が変 
ねったら、給ミ由をやめでくださし、。 



•燃焼かは絶がに給油タン 
クを取0出さないでくだ 
さし、。 

♦給油タンクは、ぶつけた 
り落としたりしないよラ、 
でいねいに取り振つでく 
ださし、。 



■巧巧び油量計のところまで入つでく 
ると、黒色に蜜ねつできます。 

■給;由□に力を加えで 
変おさせますと、';由 
漏れの原因[こなりま 
ずので、変形させな 
し、でください。 

■給油ポンプのホースび抜けないよラ 
ミ主意しでくださし、。 



3.給油□をしめる 

參 ^ミち意 I 給ミ由□は、お実に「パチン」と音びするまで 
図の位置を強く巧しでください。 

給ミ由□を下にしで、巧漏れびないことをおかめでから、 
ファンヒーターに正しく静かに入れでください。固定夕 
ンクや給ミ由タンクに強い衝撃をあたえると、巧漏れや巧 
障の原因になります。 

♦給巧□のお部などじ、ごみなどびはさまつでいる場合は 
取0除いでくださし、。 



おミ由□をしめたあと、先端を指で持ち上げ、 
開かないことを確かめでください。 



〇 


X 


• こぼれた:なミ由はよくふき取つでください。 

•給ミあタンクが正しくじットされでいないと、不着义や遗中消义 
の原因になります。 


• ^注意 I 給油は必す消乂しでからおこない、ファンヒーターのおくでは絶巧に給油しないでください。 

•おえたところで給油し、給ミ由量びかない（半分凶下）揚含は、給ミ由□を開いたまま、しばらく室温になじませでからじットしでください。 

































































































ド嫌が I のな ■ 

•固定タン2内の阿油がかなくなると 

•給ミ由表示 . 点滅 

♦アラー厶音ピピピッ 

でお知らせしますので早めに給油しでくださし、。 


•給油しないで使巧し続けると、ミ由切れとなり、自動消火します。 

•運起ラ >ブ . 早い点滅 

•給油表示 . 点滅 

•アラーム音ピピピツでお知らせします。 


V 


給油？告 


巧のれ消义 


給ミをタンク 



給ミ巧表示 

<点滅〉 



(((•か 


アラーム 

〈ピピピツ〉 





運転ランプ 

〈早い点ミ威〉 


•' • \ 


給が表示 

〈点减〉 


(M) 


アラーム 

〈ピピピッ〉 


•灯;由びなくなって消火 
した場さは、必す給ミ由 
してから点乂操がをお 
こなつてください。 

給ミちをしないと再運転 
できません。 


点乂前の準備と確認 


7 JC 平な場所に設置 

水平で安定のよい床の上に設置しでください。 


•水平に設置されでいれば、巧震自動消乂装置は自動のに它ットされます。 

•傾斜した場所や、振動の激しい場所で使巧すると、燃焼不良の原因じなります。又、对震自動消火装置が 
正しく作動しません。 





巧漏れのお認 

置台' 給ミ由タンクに、ミ由漏れ-ミ由たまりやミ由のにじみびないか確認しでくださし、。 


■ミ由漏れのとさは、使庙を中止し、給ミ由タンクを取り化しでからお買いホめの販売店(こご相談ください。 


電源の接続 

電源プラグをコン它ントに巧の根元まで確実に差しこんでください。 


電源プラグ•コードの発熱•発义を防ぐために… 

•電源は、必す適正配線された単ホ目 100 V のコンたントを使巧しでください。 

•電源コードは、透中で接続したり延長コードの使巧-他の電気器員とのタコ足配線をしないでください。 
* 電源プラヴの扳き差しは、必すプラヴを持っておこなっでください。 

•ほこりなどのな着がないか、ときどき点検-掃除をしでください。 




高地補正 


標高び 500 m を超える場所では、酸素不足により黄义燃焼(巧义）になる場合びありますので高地な正をしでください。 
ま意]標畐1,500 m を超える高地では使巧しなレでください。一酸化炭素中毒の原因になります。 


標局己00〜1 ,000 m 



〈標高が 500 m 於上の主な都市〉 

長野県一松本市、岡谷巿、飯田巿、諷訪市、ル諸巿、伊那巿、 
化久市、大の市、茅野市、塩尻市、關ク根市 
山梨県一冨±吉田市 
岐阜県一高山市 
橘木県一曰が巿など 



〈操作部断面〉 





I 

ZZ2 

] 

1 

富地の琶スイッチ 




• 表示の撰キーの上にある高地切誓スイツチをつまよラじなどの細い 


棒状のちので1回巧します。表示部に「弓日日」圆迎と表示され 
ると設定完3です。（「弓日日」の表示は、3秒間で消えます。） 


ノ 





〈標高び1 ,000 m 上の主な都巿〉 

長野県一木曾の、川上巧、原巧、南牧巧 
薛馬県一草津のなど 



• 表示切換キーの上にある高地切曽スイツチをつまよラじなどの細い 
棒状のもので2回押します。表示部に「ぶ日日」圖迎と表示され 
ると設定完3です。（「ぶ0日」の表示は、3秒間で消えます。） 


もとに戻ず場合(高地補正の解除または已〇 Om む下での使用) 


•ちと(こ戻す場含（高地補正の辭陈または 500 m が下での使巧）は、高地切誓スイッチを2回、または1回巧しでください。 

•表示部に「0」と表示され、 M 表示が消えると、高地補正の解陈は完3です。（「0」の表示は、3秒間で消えます。） 

V _ y 







































































































画ほ。方法 

点乂 


運お キーを 巧す 



參;里 iii う、ノプわく'む漏? I ，キず 

•デジタル表示部に「設定温度」と「室内温度」が表示されます。 

•す熱が完 3 すると自動点乂し、運乾ランプが点口に変わり、運捉を開始します。 


•着乂時、放電音と同時に着义音を葬しますび、異窜ではありません。 

•点乂操作から放電（着火）まで、室温により多少変化しますび、約2分30秒のを熱時間 
びかかります。（低温時 （5 で拉下）は、す熱時間び通萬より約1お程度長くなります。） 
• 点火時や消乂時には、白煙や臭いがでますが異常ではありません。 

(喜いときの点义時には、燃焼ガス中の水蒸気び白く見えるため、通萬より多めの白煙 
び出ます。） 




参着乂しましたら、燃焼確認窓から燃焼状態を確認しでください。 

•お荷時に燃焼状態を調節しであります。巧 一、 臟焼が態び不適正の揚合は、お買い求めの販売店(こごす目談ください。 



〇正常燃焼 

青い炎の中にかし黄色い炎 
び混じつでい る。、 


(/'<； ー ナびホ熱することびあります、 
、び異常ではありません。 / 


1 11111 肝 


X リフト燃焼 

巧び巧んだり浮いたりし、音や臭し、 
びおで、立;肖えすることびある。 




X 黄义燃焼 

黄色い炎が連続しで全周に出でいる。 



■初めてのご使巧-シーズン初めの初使用時には . 

•給';由タンクを t ットしでから、4〜已分位待って点义操作をしでください。 

•防猜ミ由や塗料などが焼けるため、煙や臭いがでます。しばらくの間、擢気をしながらご使巧くださし、。 

•送油経路の空気だまりなどにより、1回で着义しないことびあります。点乂操作を2〜3回くりかえしでください。 

•着乂時、送';由経路への空気の混入により、煙や臭いび発ちし、一時のに炎び大きくなることびありますので、温風吹出□に顔などおブけたり 
顿を置いた0しないでください。 

•ず熱時間び通窜よりかし長くなることびあります。 


消乂 


運拓キーを巧す 


•消乂し、運輯ランプが消なします。 



•消乂操作渡、約]秒檀に燃焼を停止します。 

•消义復、本体の部び冷却ずるまで送風ファンが◎ります。送風び止まるまで電源プラヴを抜かないで 
<ださし、。 

•消义操作後は、义び消えでいることを確かめでくださし、。 

•消乂時、電磁ポンプの制御音（ヒューンといラよラな音）びします。 


m •緊急時な外に、ファンヒーターに強い衝撃をちえたり、電源プラヴを抜いでの消乂はしないでください。 
•消乂直後に再点乂すると、着乂音が多少大きくなります。 

•むやみに点乂、消乂をくりかえすと、臭いの原因になります。 


消し忘れ消义装置 


万一の消し忘れを防止するため、点乂操作後3時間で自動消乂し、アラームと Off 表示の点口でお知らせします。 





運転を延長するとき（延長時間セレクト) 


延長時間它レクトキーを巧す 



♦連続で運窗したいときは、自動消义する前に延長時間じレクトキーを巧しでください。 

巧したときから、さらに設定した時間だけ運転を継続します。 

♦延長時間 t レクトキーを1回巧すごとに、運転残り時間ヴなのよラに選べます。 


3 設定湿度室內湿度 

時 


聞 


3H 




2 

時 



間 




吟 

1 

時 



間 



m 


延長時間じレクトキーを巧しでいる間、デジタル表示部には延長時間び表示されまずび、手を放ずと自動のに温度表示に切りかわります。 

♦1 么警告 I 長時間連続しで運転するときは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 






























































































室温の調節 


温度キーを巧す 

♦温度キーを巧しで希望の温度に合わせでください。 
押すごとに1ですつ変わり、巧し続けると連続し 
で変わります。 

♦デジタル表示部の設定温度を見ながら它ットしで 
ください。 （12 で〜30でまで它ットできます。） 
♦一度它ットすると、電源プラグを巧いたり、停電 
などびないかぎり、設定温度は記憶されます。 



■初期設定温度は22でです。 

■ルームサーモ它ンサーじより、設定温度に脑じで自動のに义力調節をおこないます。 

•ルームサーモ t ンサーはフアンヒーター周辺の温度を感知しでいますので、お部屋の温度計とは数値び一致しないことび 
あります。 

•フアンヒーターに直射曰巧やすきま風びあたつでいたり、1也の光熱器具の影響を受けでいる場さには、ルームサーモじン 
サーび正確に1乍動しません。 


秒速苗火 

点义時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ秒速点义を亡ットしでおくと、運輯キーを押しですぐに点义できます。 


秒速点义キーを巧す 

•砂速点乂ランプび点灯します。 

•秒速点义ランプを点巧しでおきますと、点义操作を、 
約己砂で点义します。 

•秒速点义を解除するときは、ちラー度秒速点义 
キーを押しで、秒速点义ランプを消なしでください。 



•あらかじめ秒を点义ランプを2分30砂し:•(上点なしでおかないと、秒を点义しません。 

■秒を点义は12時間たつと白動的に解除されます。 

•秒速な义ランプびななしでいるときは、運転厚止中のみ約100 W の消費電力びかかります。 

•タイマー運転にすると秒速点义は自動のに解除され、秒速点义キーを巧しでち秒速点义ランプは点灯しません。 
• ほ温時は点义時間び延びることびあります。 


•秒速点义ランプが点なしでいるときは、運転停止中でち本体上部や温風空気取入□が'熱くなります。 


チャイルド□ック 

お子様のいたすら操作を防止します。 

お子様などによるいたすら操たの防止や、誤って運転キーを押しでち点义しないよラにしたいときに使用します。 


チャイルドロックキーを3回巧す 

参チャイルド□ックキーを3秒]^巧に3回押しでく 
ださい。運质かまたは停止中でちチャイルド□ッ 

勺で声丰す 

参表示部に「"♦」と表示されると它ット完3です。 
参チャイルド□ックの醉除は、再度チャイルド□ッ 
クキーを3秒じ(巧に3回押しでください。 


チャイルド□ック表示 

\ 



〈3秒]^内〉 


•運転中にチャイルド□ックをたットすると、 t ット中は運転停止（消义）操巧]^外は受け付けません 。X 
•厚止中にチャイルド□ックを亡ットすると、 t ット中は すべでの 操1乍を受け巧けません 。X 
X :但し秒を点义のおおとチャイルド□ックのおお操1 乍は受け巧けます。 

■ 3 時間自動消'火時及びタイマー運転による自動消乂時にチャイルド□ックを輯除する場合、運転キーを1回巧しで 「 OF 鬥 
表示を解除しでからおこなつでください。 「 OFFJ 表示を解除しないと、チャイルド□ックの解除はできません。 


































現在時刻の合わせかた 


1.時計させ表示にする 

時計ちせ 



♦表示の換キー包甲しで、 
デジタル表示部を時 
計合せ表示にしでく 
ださい。 


•未 t ットの場含、初 
期表示は午後12:00 
となります。 




2•時刻を含わせる 



[例]午前8時30分に時刻を它ット 


•時刻含せキー（時）•（分)を巧 
しで、デジタル表示部の時 
刻を含わせでください。 
•キーを押しつづけると、表 
示は運続しで変わります。 


•時刻を合わせるとさは、午前、 
午後をまちびえないよラを意 
しで < ださい。 

• 5 砂間操作びないとき、デジ 
タル表示は自動的に元の表示 
(こもどります。 


タイマー運転 


参タイ寸护い胃です 

じットした時刻になると運転を開始し、設定温度になるよラ乂力調節をします。 

室温がおいときは、 t ットした時刻より早め （5 〜15分位）（こ運転を開始しまず。 

•点乂後1時間運転すると、自動的に消火します。 

安全にご使巧いただくため、点乂媛1時間で自動消乂し、アラー厶と Gff 表示の点灯でお知らせします。（タイマーランプは点灯) 


タイマー運転のしかた 


1•タイ7—舍せ表示にする 

タイマーちせ 



•表示の換キーを押しで、 
デジタル表示部をタイ7 
-含せ表示(こしでください。 

•現を時刻の含わせかたと 
同様にしで希望のタイマ 
一時刻(こ含わせでください。 

•タイマー時刻は、]廈じッ 
卜すれば記憶されまず。 

•未它ットの揚ち、初期表示 
は午前6:00となりまず。 

• 5秒間操作びないとき、デ 
ジタル表示は自動的に元の 
表示にちどります。 


2•タイ7—運括キーを巧す 



•運転中、または運転キー 
を巧した穫、タイマー運 
転キーを W しでください。 

•タイマーランプが点口し、 
デジタル表示部は時刻表 
示にがりかわります。 

•タイマー運転を肖军除した 
いときは、運転キーを巧 
しでください。タイマー 
ランプが消阿します。 

•含わせた時刻になると、 
自動的に運鼠を開始します。 


タイマー運転について 


点义を1時間で自動消义しまず 


タイマー運活巧 

( m ) 

阳ノ 

運転ランプ 

〈消な> 

© 

タイマーランプ 

〈点'な> 



白動点义 

任拓) 

\方/のノ 

運拉ランブ 

く点な〉 

© 

タイマーランブ 

〈点な〉 



♦自動消乂の1日お前より 「 OFF 」 表示の点滅及びアラームで消火予告されます。 
(5-8 ページ参照） 



自動お义 

\ A/ray 

© 

運転ランプ 

く消な〉 

タイ7-ランプ 

〈点に〉 

デジタル表示 

〈点な> 

アラーム 

〈ピー•ピー•ピー> 

lew 

(«•») 




■I 么警告 I 長時間連続しで運起するときは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 

V_ J 


•タイ 7- 運転は、特に周囲に可燃物か’ないことを ffl 認しでください。 

•タイマ ー t ット時刻をお認するときは、表示の換キーを巧して、デジタル表示部をタイマー時刻表示にしてください。 
•未 t ットの場合や電源ブラヴをコン t ントから巧いたとき、厚電を再逼電したときは、タイ 7- 運転はしません。 

再度、現を時刻合わせ•タイ7-時刻合わせをおこなってください。 


10 































































画日常の点巧•手入れ 

点檢•ま入れは、消义をフアンヒーターび十分冷えてから、必ず 電源 プラグをコン它ントから巧いて 
おこなつで < ださい。 

燃焼部の分解、電気部品の分解や巿販品との交換は絶巧にしないでください。 

•フアンヒーターおよびその周のは、いつちされいに掃除しでおいでくださし、。 

•巧障-破損したちのは使届しないでください。 


使用ごと 


周辺の可燃物の点検 


• [/?\ま意フアンヒーターの周辺には燃えやすい 
ちのを置かなレでください。 


油漏れ•油のたまり’ 


肺"】 

>ミ由びちれでいたり、油のたまり、にじみびないか点おしでください。 

>ミ由漏れのあるときは、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 


週に一回上 


エアーフィルタの 掃除 


を意 I エアーフィルタび、ごみやほこりで目ブまりすると 
燃焼不良の原因になります。 

♦エアーフィ ルタをはすしで、掃除機又は、ブラシできれい(こ 
掃除しでください。 




♦水洗いをしたときは、よく乾燥させでから取り巧けでく 
ださし、。 

•エアーフィルタをはすしたままで使用しないでください。 
(はすしたままでご使巧されますと、ごみ-ほこりなどが 
送風経路に侵入し、異常燃焼の原因になります。） 


温風空気取入□の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどが巧着すると風量が減少し、 
本体内部の温度が上昇しで過熱防止装置が作動することがあ 



♦ルームサーモ t ンサーをむやみに巧ばたり、ひっぱった 
りしないでください。 

•羽根や内部にごみやほこりなどが多くけ着したときは、 
お買レホめの販売店又は、修理資格者のレる店などに点 
檢依願されることをおすすめします。 


温風吹出□の掃除 


温風吹出 □ にな着したほこりなどび焼けたり、白く変色することびあります。 

参本体や温風吹出 n のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわらかい巧でふき取ってください。 
しつこいちれは中性洗剖を使用し、十分からぶきしでください。 


■温風の出□はホーロー化上げですので強い力を加えないでください。 
変おしたり、ホー □ -か‘はかれたりすることが'あります。 



月に1回じ1上 



シーズンに1回じ Lh 


'オイルフィルタ•固定タンクの点検 . 

1 1 

オイルフィルタや固定タンクに水やごみびたまると、 
給油タンク(こな油び入つでいでも . < 

V 

f •点义しない- \ eE -\ eE •炎びリフトし、臭いびする 

[• 点义しでも途中;'肖义する——〇 • 給ミ由表示び点滅し、運転しない 

J 














































































> 停電したとさ 
I 電源プラグび抜けたとき 

[停電安を装置の作動] 


>通電樓、点乂操作をしでください。 
>電源ブラクを確認しでくださし、。 


I 温風空気お入□や温風吹出□びふさびったとき 
• 温風吹出□の前面に障害物などがあるとき 

[過熱防止装置の作動] 


• 本体か';ちえでから、温風空気取入□や温風吹出□の点横 
清掃、周囲の確認をした後、点乂操作をしでください。 


• 后一の消し忘れを防止するため、点火操作後3時間で 
自動消乂します。 

[消し忘れ消乂装置の作動] 


>点乂操作をしでください。 
(8 ページ参照） 


• 電気系統のが障です。 


>お買い求めの販売店じごホ目談< ださし、。 



■ 

---- 

(作動時） 


(復帰時） 



(巧動時） 


國 


(復帰時） 
(作動時） 


OFF 


E I 

E 5 


E 1 

び 

EH 


オイルフィルタ • 固定タンクの掃除 


1•オイルフィルタを取り出す 

►固定タンクからォィル 
フィルタを取り出しで 
<ださい。 



•オイルフィルタをおり出 
すとき、？火やごみを固定 
タンクに落とさないよラ 
ミ主意しでくださし、。 



>オイルフイルタの中の水やごみを取つで 
からきれいな灯ミ由で洗つでください。 

>ごみが取れにくい揚含は、歯ブラシなど 
を使ラと便利です。 

■フィルタ部を破損させないよラ';主意しでくだ 
さし、。 

■フィルタ部に水び付着した場含は、十分に乾 
燥させでくださし、。 


3.ごみや化を巧く 



>固定タンク内 
にたまつでい 
るごみや水を 
巿版の給なポ 
ンプなどで巧 
いでください。 


4.オイルフィルタを它ツトする 

♦オイルフィルタをちとど 
おりにじツトしでくださし、。 

f ■こぼれたな油はよくふき取つ 
でくださし、。 


•水ミ先いはお巧にしないでください。水で洗 
ラと灯';由び通過しなくなります。 

•オイルフィルタ及び固定タンクの掃陈をお 
こなつでち、点乂しない■炎びリフトし真 
いがする-途中でミ肖乂する場合は、お買し、 
なめの販売店に修理を巧頼しでください。 


因定期点検 


長期間ご使巧にな0ますと、器具の点巧び必要です。 

♦ 2 年に1回程度、シーズンお3をなどにお買い巧めの販売店又は、修理資格吾〔(財）日本石;由燃焼機器保守協含 （TEL 03-3499- 
2928) でおこなラ技術管理講習含修3若（石ミ由機器技術管理±)など〕のいる店などに点検め頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用の石油フアンヒーターの点検をぜひ！ 


ご使用中止 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

参巧ちれびする。 

♦強いにおいびする。 

参運転中に異常な音びする。 

•その他の異常や故障びある。 

► 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連絡 < ださし、。 

点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
中目談ください。 


画脚奪-臭ちの見分け方と処置方法 

安を装置び作動しで自動消乂し、デジタル表示部に f 表示でお知らせします。運転キーを押し(表示は消えます)、処置をしでください。 
処置後ち f 表示するときは、お買い求めの販売店にごホ目談ください。（修理を依頼されるときは、 f 表示値をお知らせください。） 


表示 

原因[安全装置] 

処置ち法 1 


と-3 


•強レ地震や振動、衝撃を受けたとき 
■本体を傾けたと苦 

[巧 震 自動消乂装置の作動] 

• が平で安定した場所で使巧しでください。 

■地震によって作動した場含は、周囲の巧臟牧)、本体の損傷、 

1 灯ミ由のあふれなど異常がないことを確認した後、点火操作 
をしでください。（作動接は自動的に它、ントされまず。） 

國 

•遗中失乂したと苦 

•異萬燃烧をしたと夏 

•不良ロミおを使用したと苦 

• 送油経路に水または、ごみびたまっているとき 

■エアーフィルタの目ブまりによる燃焼巧空気不足のとき 

[不完を燃焼防止装置の作動] 

■日常の点検-手入れ （1 1〜12ページ参照）をしでから点 
义操作をしでくださし、。 

• 良質の阿ミ巧を使巧しでくださし、。 

♦送巧経路の水振き、オイルフィルタの掃臨をしでください。 
•エアーフィルタを掃瞭しでから点义操作をしでください。 

EIJ 

- 

EE ' 

•点火 S スをしたとき 
•異萬燃烧をしたと苦 

•日常の点横-手入れ （1 1〜12ページ参照）をしでから点 
义操作をしでください。 


[点乂安全装置の作動] • [燃焼制御装置のた動] 


W •その他 
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•具合の悪いときは、巧の表ち参考にしで点お-処置をしでください。 

•処置ちをにより処置しでも良くならないときは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 


現 象 

原 因 

点 

火 

し 

な 

い 

白 
す煙 
ぐび 
と出 
まで 
る 

使 

用 

巧 

巧 

び 

ラ 

使 

巧 

中 

消 

乂 

す 

る 

ホ 

火 

で 

燃 

を 

る 

炎 

び 

U 

フ 

h 

す 

る 

油 

漏 

れ 

び 

す 

る 

f 表示 

\ 

処置方法 

E 0 

EE ' 

E'-l 

E 3 

EH 

f 只 

電源ブラヴびコンじントに差しこまれでいなし、 

♦ 











コンじントに確実に差しこむ 

f 旱電中でおる 

• 











通電されるまで待つ 

巧震白動消乂装置か’作動した 




参 





参 



再点乂操作をする/安定した揚巧で使巧ずる 

給ミをタンクにな;由がない 

♦ 











給油ずる 

給ミ巧□びしっかりしまっでいない 







• 





給油□をしっかりしめる 

不良なミ由を使巧しでいる 

• 

参 

• 

参 


• 


参 




良質の灯ミ由を使巧する 

送ミ由経路に水又は、ごみびたまっている 

• 

♦ 


参 


• 


♦ 




送油経路のが拖き、オイルフイルタの掃隐をする 

給ミ由タンクの装着び悪い 

♦ 



参 








固定タンクに正しく装着する 

オイルフイルタび取り付けられでない 

♦ 



♦ 








固定タンクに正しく装着する 

送ミあ経路接続部びゆるんでいる 



参 

参 


参 

♦ 





販売店に修理を依頼する 

エアーフイルタび目ブまりしでいる 








参 




エアーフイルタを掃陈する 

過熱防止装置び 
た動した 

温風吹出□びふさびれでいる 



参 

♦ 






♦ 


障害顿を取〇陈く 

温風空気取 A □びほこりでつまつでし、る 



• 

参 






♦ 


温風空気取入□を掃陈する 

室温異常上昇防止装置び作動した 




• 







• 

窓をあけ、部屋の換気をする 

消し忘れ消乂装置び作動した 




♦ 








再点乂操作をする 

チヤイルド□ツクび t ツトされでいる 

♦ 











チャイルド□ックを解陈する j 


なのよラな現まは巧障ではありません。 

参修理を依頼される前にもラー度お確かめください。 


f 現 象 

説 明 ' 

点 

乂 

時 

m 

乂 

時 

初めで使巧ずるとき、煙や臭いがでる 

耐熱重料やほこりび焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでください。 

初めで使用するときや、シーズン初めの初使用時に 

1回で着火しない 

固定タンクに灯ミ由びみたされるまで4〜己分位待って点火操作をしでください。 

送';由経路の空気だまりなどにより、1回で着义しないことがあります。2〜3回点乂 
操作をくりかえしでください。 

点乂時や消义時に白煙や臭いび出る 

点义時や;肖义時のをみの白煙や臭いは異萬ではありません。 

燃焼開始時や消火棲(こ「ピチ•ピチ」といラ音びずる 

器員本体び熱じより膨張、収縮するためです。 

燃 

焼 

時 

おびオレンジ色に輝く 

下記のような場含炎びオレンジ色に輝くことびありますび異常ではありません。 

• 海岸に近い所など空気中に塩分び多い揚ち 
•空気中にほこりや水分が多い場含 
• 超音波加湿器を使巧しでいる場合 

使用中にときどき「ポコ-ポコ」といラ音か'する 

給ミ由タンクから固定タンクのちに灯;由び流出するときの音で異常ではありません。 

使用中にときどき「コト■コト」といラ音がする 

電磁ポンプの動いでいる音で異甫ではありません。 

そ 

の 

いの 

温風吹出〇び;ちれる 

「曰萬の点横■手入れ」 （11 ページ）にしたびい掃隔をしでくださし、。 

J 


回部品交換のしかた 

部品交換 のときのを意 

不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必要な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格客 
〔(財）曰本 S ミ由燃焼機器保守協含でおこなラ技術管 a 講習含修了害 ( S ミ由機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定 < ださい。 

消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品） 


[ ■特に消耗-劣化しやすい部品 

■長期間の使用によ0 

■変質な巧•不純な巧の使庙により 

(高温乂お中で使巧される部品） 

消耗-劣化しやすいが品 

劣化しやすい部品 

•点乂ブラク 

•パーナヘツド 

♦オイルフィルタ •炎橫巧器（つレーム□ッド） 

•お横知器(フレーム□ッド） 

•パーナへッドリンク'' 

•ポンプフィルタ •気化筒 •電磁ポンプ 1 
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画脂(長期巧使用しない場合） 

おしまいになるときは、電源プラヴをコン t ントから巧き、巧の要領でおま入れしでから保冒しでください。 


1.な巧を巧ぎ取る 

♦給なタンクと固定タンク内の灯;由を 
巧ぎ取つでください。 

(12 ページ参照） 


♦か、ご; 


ごみなどを残したまま保管す 
ると、さびや巧あきの原因じなり 
ます。 

•灯油を巧かないと、保管時にこぼ 
れたり、にじみ出たりしで危険です。 



2•掃おをする 

•オイルフィルタの掃陈をしでください。 （12 ページ参照) 
•エアーフィルタ-温風空気取入□の掃陈をしでください。 
(11 ページ参照） 

掃除機などでごみやほこ 
りを取り除いでください。 

•温風吹出□-本体の掃陈 
をしでください。 

(11 ページ参照） 

しめらせた巧で';与れを落 
としでから、からぶきし 
でください。 



3.保管する 

♦包装箱に入れで、湿気のない場所に水平にな管しでください。 

取扱説明書ち大切じな管しでください。 

•逆さにしたり、傾けたり、横倒しの状態では絶なにな管しないでください。 
巧けきれなかった灯;由びもれて义災のおそれびあります。 



皿仕樣 


型式の呼び 

GT -326 Y (薑本型す GT -324 Y ) 

種 類 

気化な-強制通気お-強制対流お 

点 乂ち式 

高圧放電点火 

使 巧 燃 料 

灯油 （ J に1号灯ミ由） 

燃料消費量 

最大 

0.310 L/h 

最ル 

0.064 L/h 

暖房出方 

最大 

3.19 kW 

最か 

0.661 <W 

騒 音（正面） 

34 cl 己(最大燃焼時）/ 20 cl 己(最小燃焼時） 

ミ由タンク客量 

己. 0 L 

燃焼継続時間 

16.1 時間(最大燃烧時） 

標準 適 室 

木造 15 nf (9 置)まで/コンク1」ート 20 rTf (12 冒)まで 

則 お 寸 ま 

高さ4日か細幅400 mm 奥巧 309 mm (置台を含む） 

質 量 

9.5 kg 

電源電圧及び周放数 

100 V 已 0/60 HZ 

定格消費電力 

点乂時最大 650/650 W - 燃烧時 21/21 W 

電流ヒューズ 

管おヒューズ 10 A 

をを 装置 

巧震白動消火装置過熱防止装置点乂安を装置燃焼制御装置停電安全装置不完を燃烧防止装置消し忘れ消火装置 


国アフターサービス 




虹 


•このコ□ナ石ミ由フアンヒーター(こは保証書が'つい 
でいます。「お買いあげ曰-販売店咨」などの記入 
をお確かめのラえ、販売店からお受けとりじなり、 
大切に保管しでください。 

•保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 
•なのよラな原因による故障および事故につきまし 
では、保証の対象になりませんのでま意しでくだ 
さい。 

♦密質な®や不純灯油など、またな油换外の燃料 
使巧による故障や事故。 

♦誤った使巧ち法による故障や事故。 


修理を依頼されるとを 


♦本書の「故障'異常の見分けちと処置ちま J (12 〜13ページ参照）の項 
にしたびって調べでち良くならないときは、電源プラグを巧いでお買い 
巧めの販売店又は、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□じご連絡ください。 
♦ご連絡いたださたい内客は巧の通りです。 

•品含 1反可まち，にん' ■/•'—, 、 •お買いあげ曰 

•型巧の呼び P 末化 S を Lb ル、心ごぃ-♦故障げ;兄（できるだけ具体的に） 

•ご住所-ご氏名-お電話蛋导 

参修理に際しでは、な証書をご提示ください。保証巧間中であれば保証書 
の規定にしたびって無料修理させでいただきます。 

♦ご不巧な点や修理に関するご相談は、お買いずめの販売店かおおくの 
コ□ナお客様ごす目談窓□にお問いさわせください。 


■な話期間が過ざているとさは 

参お買い求めの販売店にご相談ください。修理によって使用で 
きる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

♦石;由ファンヒーターの補修用性能部品（機能を維持するため 
に必要な部品）の保有お間は製造なちのりを6年です。 


■修理に出されるとさは 

参輸送時や運搬時にお;由タンク-固定タンク内にな 
ミ由び残ったままですと、傾きや振動で灯;由びこぼ 
れることびありますので、必す巧き取っでくださし、。 


点巧•その他 
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